
令和７年５月吉日 第 49 号茶 屋 新 田 組 合 だ よ り

茶
屋
新
田
組
合
だ
よ
り
発 行

名古屋市茶屋新田

土地区画整理組合

組
合
長
挨
拶

名
古
屋
市
茶
屋
新
田
土
地
区
画
整
理
組
合

組
合
長

久

野

三

雄
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◆
日

時

令
和
七
年
三
月
十
五
日
（
土
）

十
時
十
五
分
～
十
一
時
十
分

◆
場

所

名
古
屋
市
南
陽
交
流
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

◆
出
席
者

総
代
六
十
名
中
五
十
六
名

（
書
面
議
決
三
名
含
む
）

第
四
十
四
回

総
代
会

要
旨

第
一
号
議
案

令
和
七
年
度
の
主
な
事
業

及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

主
な
意
見
・
質
疑
応
答
（
要
旨
）

令
和
七
年
度
の
主
な
事
業
（
概
要
）

◆
会
議
の
開
催

〇
予
算
、
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

総
代
会
を
は
じ
め
組
合
事
業
の
運
営
に
必
要
と
な
る

役
員
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

〇
組
合
事
務
経
費
の
引
き
締
め
の
た
め
、
総
代
会
出
席

時
に
於
け
る
、
総
代
へ
の
出
務
手
当
の
半
減
及
び
弁

当
配
付
の
廃
止
を
実
施
し
ま
す
。

◆
工
事
の
実
施

〇
都
市
計
画
道
路
戸
田
荒
子
線
の
交
差
点
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
、
令
和
六
年
度
か
ら
補
助
金
を
活
用
し
て

実
施
し
、
現
場
の
工
事
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
竣
工
図
書
の
整
理
や
工
事
費
の
支
払
い
な
ど
を

継
続
し
て
令
和
七
年
度
で
も
実
施
し
ま
す
。

〇
令
和
六
年
度
か
ら
引
続
き
、
助
成
金
を
活
用
し
て
、

緑
地
第
二
号
及
び
水
路
第
五
ー
二
号
の
上
部
整
備
工

事
を
夏
頃
の
竣
工
を
目
途
に
実
施
し
ま
す
。

〇
公
共
施
設
の
管
理
を
引
継
ぐ
た
め
に
必
要
と
な
る
道

路
補
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
補
償
の
実
施

〇
都
市
計
画
道
路
戸
田
荒
子
線
の
交
差
点
改
良
工
事
に

伴
う
補
償
等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
調
査
設
計
の
実
施

〇
公
共
施
設
の
管
理
を
引
継
ぐ
際
に
必
要
と
な
る
図
書

の
作
成
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

〇
永
久
杭
が
一
部
未
設
置
と
な
っ
て
い
る
画
地
の
出
来

形
確
認
測
量
及
び
建
築
行
為
の
際
の
境
界
点
の
検
測

及
び
立
会
を
実
施
し
ま
す
。

〇
出
来
形
確
認
測
量
の
結
果
を
基
に
、
最
終
的
な
施
行

地
区
内
の
地
積
の
確
定
や
事
業
期
間
を
延
伸
す
る
た

め
の
事
業
計
画
変
更
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

〇
換
地
計
画
策
定
に
向
け
た
全
体
説
明
会
、
個
別
説
明

会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
画
地
の
面
積
及
び
形

状
を
整
理
し
た
換
地
計
画
書
の
作
成
を
実
施
し
ま
す
。

〇
発
注
工
事
の
監
理
監
督
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

〇
そ
の
他
必
要
な
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

令和7年度収支予算（概要）

【収入の部】 【支出の部】

建物等移転費他

工 事 費 229,500

雑 収 入

仮清算徴収金 0 負 担 金

弁護士費用・諸会費・補助金返納他

合　計 1,076,000
　金226,000千円

管理引継図書作成業務・換地計画業務・測量業務他

合　計

翌年度繰越金

0

雑 支 出 費

仮清算交付金 0

借 入 金 利 子

総代会・役員会他

報酬・給与・保留地処分諸費・事務委託費他

都市計画道路、区画道路、水路、緑地築造費他

340,000

0

600 補 償 費 11,000

69,427

翌年度繰越金を除く当期支出額
1,076,000

金736,000千円

0

借 入 金 0 調 査 設 計 費 333,700

850,000前年度繰越金 借入金償還金

前年度繰越金を除く当期収入額

予 備 費 80,000

12,163

助 成 金 33,900 事 務 所 費水路、公園工事残金及び道路台帳助成

保留地処分金 110,000

補 助 金 81,500 会 議 費 210戸田荒子線交差点改良工事残金

（単位：千円）

科　目 予算額 科　目 予算額 摘　　　要

（単位：千円）

摘　　　要

■
戸
田
荒
子
線
の
新
設
信
号
機
に
つ
い
て
は
、
南
北
方
向
の

往
来
が
便
利
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

緑
地
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
位
置
的
に
本
来
は
イ
オ
ン
に

売
却
す
べ
き
土
地
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
名
古
屋
市
に
緑
地

と
し
て
提
供
す
る
の
か
。
工
事
費
に
つ
い
て
も
水
路
と
合

せ
て
五
千
三
百
万
円
ほ
ど
か
か
る
の
で
、
名
古
屋
市
の
負

担
で
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
程
度
の
整
備
を

す
る
の
か
説
明
し
て
ほ
し
い
。

□
信
号
機
に
つ
い
て
は
、
南
北
の
往
来
が
便
利
に
な
っ
た
ほ

か
に
も
災
害
時
の
緊
急
対
策
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
緑
地
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
南
北
に
遊
歩
道
を
配

置
し
、
休
憩
場
所
を
設
置
す
る
な
ど
公
園
と
同
程
度
の
整

備
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
組
合
が
整
備
し
、

名
古
屋
市
に
管
理
を
引
継
ぎ
ま
す
が
、
緑
地
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
市
か
ら
三
分
の
二
の
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
整

備
し
て
お
り
ま
す
。

■
ま
だ
ま
だ
事
業
の
完
成
は
先
に
な
る
と
思
う
が
、
令
和
八

年
度
以
降
の
事
務
所
費
と
換
地
費
の
概
算
の
想
定
金
額
を

教
え
て
ほ
し
い
。

□
令
和
八
年
度
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
費
が
、
六
千
万
円
程

度
で
そ
れ
以
降
は
徐
々
に
減
る
予
定
で
す
。
換
地
費
は
、

令
和
七
年
度
よ
り
さ
ら
に
増
え
、
換
地
処
分
に
向
け
三
億

円
程
度
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
総
代
の
報
酬
半
減
と
総
代
会
の
弁
当
配
付
の
廃
止
に
つ
い

て
は
、
も
っ
と
早
く
実
施
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
関
連
し
て

役
員
の
手
当
や
昼
食
に
つ
い
て
も
変
更
は
あ
る
の
か
。

□
役
員
の
手
当
は
、
現
在
の
半
日
五
千
円
を
今
後
も
継
続
し

て
い
き
ま
す
。
役
員
会
等
で
の
昼
食
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
も
、
こ
れ
か
ら
も
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
戸
田
荒
子
線
の
新
設
信
号
機
に
つ
い
て
、
東
か
ら
走
行
し

て
い
く
と
名
二
環
の
渋
滞
案
内
板
と
信
号
機
が
同
程
度
の

高
さ
と
な
り
、
表
示
が
重
な
る
た
め
、
危
険
な
印
象
を
受

け
た
。
信
号
機
の
供
用
開
始
前
に
対
策
し
た
ほ
う
が
良
い

と
思
う
。
緑
地
第
二
号
に
つ
い
て
、
他
の
公
園
と
同
じ
く

経
年
に
よ
り
、
葦
な
ど
が
自
生
し
、
除
草
し
て
も
す
ぐ
に

生
え
て
く
る
。
何
ら
か
の
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

□
信
号
機
の
視
認
性
に
つ
い
て
は
、
供
用
開
始
に
伴
い
関
係

者
に
確
認
い
た
し
ま
す
。
公
園
の
雑
草
に
つ
い
て
は
、
以

前
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
緑
地
第
二
号

は
、
低
木
を
多
め
に
植
樹
す
る
な
ど
雑
草
が
自
生
し
に
く

く
な
る
よ
う
な
対
策
も
検
討
い
た
し
ま
す
。

陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
組
合
事
業
の
推
進
の
た
め
格
別
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
組
合
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
六
年
度
は
、
工
事
や
測
量
業
務

に
注
力
し
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
順
調
に
業
務
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
計
画
通
り
に
公
共
施
設

の
管
理
を
名
古
屋
市
へ
引
継
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
三
月
十
八
日
に
は
戸
田
荒
子
線
の
新
設
信
号
機
の
供

用
が
開
始
さ
れ
、
年
度
末
に
は
、
東
茶
屋
桜
公
園
と
東
茶
屋

第
二
公
園
の
供
用
も
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
完

成
し
た
公
園
で
子
供
達
が
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
光
景
を
見

て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
令
和
七
年
度
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
大
詰
め

と
な
る
換
地
計
画
の
作
成
に
向
け
た
業
務
が
組
合
事
業
の

主
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
換
地
処
分
に
繋
が
る
重
要
な

業
務
と
な
り
ま
す
の
で
、
着
実
に
業
務
を
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
清
算
金
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
地
権
者
の
皆
様
に
は
、
是
非

と
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
約
四
ケ
月
の
間
、
副
組
合
長

が
空
位
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

七
年
一
月
二
十
二
日
付
で
成
田
信
義
理
事

が
新
副
組
合
長
に
就
任
し
ま
し
た
こ
と
を

合
わ
せ
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第 49 号令和７年５月吉日

総代会で意見がござ

いました信号機と名

二環の案内板の重な

りによる視認性につ

きまして、点灯当日

に県警本部にお伝え

したところ、確認の

うえ設置をしており

支障はないとの判断

でした。ただ、運用

後に課題があれば対

応していくとの回答

でした。

説明会当日の意見、質疑応答（■意見等　□回答）

茶 屋 新 田 組 合 だ よ り

◆

建
物
等
の
新
築
・
改
築
を
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て

◇

施
行
地
区
内
に
お
い
て
、
建
築
物
や
工
作
物
（
塀
・
フ
ェ
ン

ス
等
）
を
新
築
若
し
く
は
増
改
築
す
る
場
合
は
、
土
地
区
画

整
理
法
第
７
６
条
に
基
づ
く
申
請
と
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

地
区
計
画
の
届
出
及
び
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
許
可
な

く
建
築
等
の
行
為
を
行
う
と
違
法
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
、
組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
築
行
為
等
が

完
了
し
た
ら
、
速
や
か
に
完
了
届
を
組
合
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。※

名
古
屋
市
へ
管
理
移
管
し
た
道
路
に
関
す
る
施
工

（
乗
入
の
施
工
・
側
溝
蓋
の
設
置
・
雨
水
排
水
の
取
付
等
）

は
、
港
土
木
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
対
象
道
路
は
下
図
「
令
和
６
年
度
末

公
共
施
設
管
理
移

管
済
箇
所
図
」
参
照
》

◇

南
秋
葉
線
、
万
場
藤
前
線
で
は
電
線
類
を
地
中
化
し
て
い
る

場
所
が
あ
り
ま
す
。
建
築
を
計
画
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆

出
来
形
確
認
測
量
に
つ
い
て

◇

こ
の
作
業
は
換
地
処
分
に
向
け
て
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
の
換

地
面
積
（
画
地
）
を
確
定
す
る
た
め
に
測
量
を
実
施
し
、
永

久
杭
を
設
置
す
る
も
の
で
、
令
和
６
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
設
置

作
業
は
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
住
宅
な
ど
で
土
地
を

使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
未
設
置
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
の
方
と
日
程
調
整
の
う
え
、
敷
地
内
に
入

り
、
測
量
後
に
永
久
杭
を
設
置
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際

は
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

組
合
で
設
置
し
た
永
久
杭
は
移
動
や
破
損
を
し
な
い
よ
う
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆

土
地
の
所
有
者
を
変
更
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て

◇

組
合
か
ら
の
通
知
な
ど
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
土

地
の
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
所
有
権
を
移
転
し
た
場

合
や
住
所
を
変
更
し
た
場
合
は
、
必
ず
組
合
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

◆

所
有
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

◇

所
有
地
の
除
草
及
び
境
界
杭
は
所
有
者
で
適
正
に
管
理
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
生
し
た
雑
草
を
放
置
す
る

こ
と
は
、
防
災
上
の
危
険
が
高
ま
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣

者
に
多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
の
責
任
で
除
草

等
適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

近
隣
者
等
か
ら
の
苦
情
等
に
よ
り
早
急
な
対
応
が
必
要
と
な

る
場
合
で
、
所
有
者
で
対
応
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
や
む

を
得
ず
組
合
が
除
草
等
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
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令和６年度末 公共施設管理移管済箇所

戸田荒子線新設信号機

令和７年３月１８日 供用開始

総代会終了後に総代の皆さんに向けて 清算金に関する説明（第３回）

～清算単価の決定について～ を実施いたしました。

■ 清算単価を約45,000円/㎡（42円/個）と下げたとのことだが、それでも負担

は非常に大きい、農家は宅地に転用して利益を得ているので、負担を被せて

いる非農家を助けてほしい。また、総代は農家が多いので総代会で決めるの

は横暴である。全員の意見を聞き、全員の賛成を得るべきである。

■ 前の説明会では72円/個と言われていたが、今回42円/個とのことで、半分の

約４億円の清算金が減ってしまう。再減歩にならないよう要望したい。また、

換地処分が令和９年度だと、事業完了には更に３年もかかるのか。

□ 再減歩は考えていません。また、７月の総代会で清算単価を最終決定し、そ

の中で事業は収まるようにしていきたいと思います。また、分割納付の最大

７回３年のルールがあるので換地処分後３年と申し上げましたが、負担する

地権者がスムーズに納められる方策も考えていきたいと思います。

■ できるだけ早く事業を終わるために、負担する側の意見を聞いてほしい。清

算単価が低いほど、事業は早く終われると考えている。

□ 役員会では農家と非農家の区別はしておりません。また、多くの意見を聞い

てほしいとのことについては、６月にこの南陽交流プラザにて地権者に対し

て３日間説明会を開催し、多くの方に来ていただいき、ご意見をお聞きした

いと考えています。


